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した歴史考えて」「長く暮ら
一
二
年
夏
の
説
明
会
は
、

「
決
定
事
項
」
の
通
告
と
い
う

印
象
を
受
け
た
住
民
も
い
る
と

い
う
。

稲
葉
さ
ん
は
「
若
い
住

民
は
移
転
で
き
る
が
、
高
齢
者

は
身
体
的
、
精
神
的
な
負
担
か

ら
難
し
い。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

声
に
出
せ
な
い
住
民
の
潜
在
的

な
不
安
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
」
。

五
日
に
は
、
市
民
約
五
百
人

が
競
技
場
の
周
囲
で
手
を
つ
な

ぎ
、
建
て
替
え
反
対
を
訴
え

た
。

十
五
日
に
は
、
霞
ケ
丘
ア

パ
ー
ト
を
考
え
る
会
が
、
全
住

民
の
意
向
を
聞
く
こ
と
を
求
め

る
要
望
書
を
、
舛
添
要
一
知
事

宛
て
に
提
出
し
て
い
る
。

会
に

参
加
す
る
向
井
宏
一
郎
・
和
光

大
非
常
勤
講
師
は
「
取
り
壊
し

あ
り
き
の
進
め
方
は
、
そ
こ
に

暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
無
視
し

て
い
る。
ア
パ
ー
ト
は
た
だ
の

箱
で
は
な
い。
長
く
暮
ら
し
て

き
た
住
民
の
歴
史
の
重
み
を
考

え
る
べ
き
だ
」
と
訴
え
る
。

国
立
競
技
場
の
建
て
替
え
で

は
、
震
ケ
丘
ア
パ
ー
ト
の
住
民

の
ほ
か
に
も
、
追
い
立
て
ら
れ

る
人
た
ち
が
い
る
。

競
技
場
の
西
側
に
位
置
す
る

明
治
公
園
の
一
角
で
は
、
野
宿

者
五
人
が
生
活
し
て
い
る
。

こ

の
場
所
は
、
新
競
技
場
で
は
駐

車
場
や
商
業
ス
ペ
ー
ス
に
予
定

さ
れ
て
い
る。
建
設
に
先
立
つ
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手
を
つ
な
い
で
国
立
競
技
場
の
建
て
替
え
に
反

対
す
る
人
た
ちH
5

日
、
東
京都
新
宿
区
で

て
近
く
、
下
水
道
工事や
埋
蔵

文
化
財
の
調
査
な
ど
を
始
め
る

た
め
、
五
人
は
退
去
を
求
め
ら

れ
て
い
る。

野
宿
者
は
「
役
所の
世
話
に

は
な
り
た
く
な
い
」
「
家
族
に

連
絡
さ
れ
る
の
は
嫌
だ
」
と
生

活
保
護
を
避
け
てい
る
ケ
l

ス

が
多
い。
退
去
に
な
る
と
、
野

宿
者
は暮
ら
せ
る
地
域
を
探
す

こ
と
に
な
る
が
、都
内
で
は
夜

間
に
施
錠
す
る
公園
も
増
え
、

暴
漢
に
襲
わ
れ
に
く
い
場
所
を

探
す
の
も
難
し
い。
先
に
暮
ら

す
野
宿
者
と
ト
ラブ
ル
に
な
る

こ
と
も
あ
る。
明
治
公
園
に
い

る
五
十
代
の
男
性
は
「
こ
こ
を

追
い
出
さ
れた
ら
行
く
と
こ
ろ

国
立
競
技
場
そ
ば
の
明
治
公
園
で
暮
ら

す
人
の
テ
ン
トH
東
京
都渋
谷
区で

、野宿者も退去ヘ行き場なし
は
な
い
」
と
話
し
た。

J
S
C

新
国
立
競
技
場
設置

本
部
運
営
調整
課
は
「
都と
連

携
し
て
必
要
な
対
応
を取
っ
て

い
く
」
と
説
明
す
る。
し
か

し
、
野
宿
者
の
支
援
活
動
を
続

け
る
宮
里
シ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん

（
三毛
は
「
J
S
C

は
立
ち
退
き

を
迫
る
ば
か
り
で
、
野
宿
者
の

そ
の
後
の
生
活
を
考
え
て
い
な

い
」
と
話
す。

野
宿
者
を
追
い
立
て
る
ケ
ー

ス
は
、
五
輪
開
催
の
招
致
活
動

中
の
一
三
年
三
月
、
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（I
O
C

）

の
評
価
委
員
会
が
来
日
し
た
際

に
も
起
き
て
い
る。
視
察
に
向

け
、
国
立
代
々
木
競
技
場
周
辺

の
野
宿
者
に
対
し
て
「
荷
物
や

テ
ン
ト
を
即
刻
撤
去
す
る
」
と

警
告
し
た。

五
輪
開
催
で
は
、
大
規
模
な

再
開
発
が
伴
う
こ
と
が
多
い
。

一
九
八
八
年
の
ソ
ウ
ル
五
輪
の

際
は
、
貧
困
層
が
住
む
数
多
く

の
住
宅
が
撤
去
さ
れ
た
。

O
八

年
の
北
京
五
輪
で
も
、
政
府
発

表
で
約
一
万
五
千
人
の
立
ち
退

き
が
あ
っ
た0

．
一
二
年
の
ロ
ン

ド
ン
五
輪
、
今
年
の
ソ
チ
五
輪

で
も
再
開
発
に
伴
う
家
賃
高
騰

な
ど
で
、
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た

人
が
い
た。

五
輪
以
外
で
も
、
一O
年
の

上
海
万
博
で
は
約
一
万
八
千
世

帯
が
移
転
さ
せ
ら
れ
た。
今
年

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（W
杯
）

ブ
ラ
ジ
ル
大
会
で
も
、
競
技
場

の
新
設
な
ど
に
伴
い
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
な
ど
で
低
所
得
者
層
が
立

国
立
競
技
場
ど
い
え
ば
、一
圃
｜

二
O
O
四
年
四
月
、
ア
テ
ネ
一・

五
輪
出場
を
か
け
た
女
子
サ一
針

ツ
カ
1

の
試
合
で
、
「
格
一
脚

上
」
の
北
朝
鮮
チl
ム
に
勝
一
潤

利
し
た
試合
を
思
い
出
す。

一
期

「な
で
し
こジ
ャ
パ
ン
」
と
一
局

命
名
さ
れ
る
前
だっ
た
。

そ
－
櫛

れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
一
切

出
を
抱
え
て
い
る
場
所
だ
。

一
塁

新
競
技
場
の
デ
ザ
イ
ン
も
格一

好
い
い
が
、
森
に
固
ま
れ
た

今
の
方
が
好
き
だ
。

（
文
）

ち
退
き
に
あ
い、
市
民
の
反
発

を
招
い
た。

東
京
五
輪
に
つ
い
て
も
、

「大
規
模
な
強
制
撤去
が
起
き

る
と
は
思
え
な
い
が
、
居
住
者

の
声
が
無
視
さ
れ
た
ま
ま
建
設

計
画
を
進
め
れ
ば
同
じ
こ
と

だ
」
と
、
日
本
福
祉
大
の
穂
坂

光
彦
教
授
（
居
住
福
祉
論
）
は

批
判
す
る。

I
o
c

は
九
九
年
、
「
既
存

の
競
技
施
設
を
で
き
る
限
り
最

大
限
活
用
し
、
環
境へ
の
影
響

を
弱
め
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
行
動
原
則

．

ア
ジ
ェ
ン
ダ
引
を
採
択
し

た
。

穂
坂
教
授
は
こ
の
徹
底
を

求
め
る。

「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
趣
旨
、
国

際
人
権
法
の
観
点
か
ら
も
、
い

き
な
り
開
発
案
を
提
示
し
て

『こ
れ
で
決
ま
っ
た
か
ら
退
去

を
』
と
い
う
手
法
は
そ
ぐ
わ
な

い
。

当
事
者
と
の
誠
実
な
話
し

合
い
を
重
ね
な
い
と
、
素
晴
ら

し
い
東
京
五
輪
に
は
な
ら
な


